
プログラム共同セミナー 
今回は、哺乳類の精子幹細胞研究でご高名な吉田松生先生に、幹細胞動作の根

本原理を解く取り組みについてセミナーをお願いしました。どなたでも参加で

きます。（理・生物科学科/統合生命・生命医科学特別講義の一部を兼ねます）。 

 

日時：9/26（木曜日） 16:20 から 1 時間〜1 時間半程度 

場所：理学部 E 棟 208 号室 

 

標題：ハイスループットな精子形成を支える細胞動態 

講師：吉田 松生 先生（基礎生物学研究所生殖細胞研究部門 教授） 

 

要旨： 

平均的な男性は、数十年の間、毎秒 1,000 個の精子を作り、生涯の総数は約 1012

個に及ぶ。私たちは、マウス精子形成を支える細胞のふるまい（動態）を探求し

てきた。精子幹細胞の真の姿を、ライブイメージング、クローン運命追跡、単一

細胞解析、数理モデリングを組み合わせて解析した。その結果、「幹細胞は少数

の特別な細胞で、解剖学的に明確なニッチに限局して、非対称分裂を厳密に行

う」という古典的パラダイムとは全く異なる動態を示すことがわかった。一つ一

つの幹細胞は、基底膜上を活発に移動し、細胞分裂と分化を確率的（ランダム）

かつ可逆的（リバーシブル）に行っていた。しかし、集団レベルでは自己複製と

分化は見事にバランスし、安定したホメオスタシスが生まれることがわかった。

さらに我々は、幹細胞から生まれた細胞の分化プロセスが時空間的に協調し、

「精子形成の周期と波」と呼ばれる動的パターンを可視化し、その生成原理を解

析している。本セミナーでは、マウス精子形成で観察された細胞動態をもとに、

組織や臓器レベルでの恒常性を維持するメカニズムや原理について議論する。 
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